








要約:

 乳幼児健診にコンピュータを使用し、医師が自分で問診、所見、指導等の記録を入力し

たり、指導の説明に画面をスライドのように利用したり、データを個人的・集団的に統計

処理したり、また以前のデータと比較する時など、どのようなソフトが望ましいか検討し

た。また、どのような利点があるかおよびソフトに組み入れて欲しい要望をまとめた。

 その要望は、 1)効率的実施、2)個別委託方式、3)集団直営方式、4)コンピユータの操作

について、5)小規模町村と大規模市町、6)コンピュータ使用の利点、  (1)以前の記録を

探しやすい、  (2)経過観察や精密健康診査後の追跡、  (3)未受診者対策と転出入対策、

(4)保健、福祉、医療および教育の連携、  (5)健診結果の評価、  (6)育児支援について、

である。


